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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

近年、活性化リンパ球表面に発現する programmed cell death (PD)－１の機能不全と自

己免疫性肝炎の病態との関連が報告されている。Ⅰ型自己免疫性肝炎 (AIH)患者において

血清中抗 PD-1 抗体値と臨床的特徴の関連について検討した。 

対象は、AIH 52 例、薬物性肝炎 (DILI)24 例、急性肝炎 (AVH)30 例、原発性硬化性胆

管炎 (PSC)11 例、健常者 62 例である。ステロイド治療開始前の保存血清を使用し、血清

中抗 PD-1 抗体値を間接 ELISA 法で測定した。血清中抗 PD-1 抗体値のカットオフ値は、

健常者の平均吸光度+標準偏差×2 とした。 

血清中抗 PD-1 抗体の陽性率は AIH 63%、DILI 8%、AVH 13%、PSC 18%、健常者 3%

であった。AIH において、血清中抗 PD-1 抗体値は血清ビリルビン値（r＝0.31、p=0.030）、

アラニンアミノトランスフェラーゼ(ALT)値（r=0.31、p=0.027）と相関関係を認めた。一

方で免疫グロブリン G 値とは相関関係を認めなかった。血清中抗 PD-1 抗体陽性例では、

初回ステロイド治療後の ALT 値の正常化が遅く、治療経過中の再燃を多く認めた。 

以上より血清中抗 PD-1 抗体は AIH と DILI、AVH、PSC を鑑別する補助的マーカーと

なる可能性がある。さらに、血清中抗 PD-1 抗体は、AIH の病態と関連している事が示唆

された




